YURUGASアイデアピッチ2026　プレゼンテーション準備用フォーマット

	· このフォーマットは、YURUGASアイデアピッチ2026のプレゼンテーション準備の際に参考としていただくものです。
· 「二次選考、最終選考会に向けたプレゼンテーション資料の作成」「アイデアの実現に向けて考えておくとよいポイント」について確認しましょう。
· なお、本資料の提出は不要です。発表の準備に活用してください。




二次選考、最終選考会に向けたプレゼンテーション資料の作成
3分ピッチ｜5枚スライド作成フォーマット
1スライド1メッセージ。文字を詰め込まず、写真・図・数字を使ってください。
	3分ピッチの基本
· 目安は5枚
· 冒頭30秒で「なぜ聞く価値があるのか」を伝え、課題・解決策・小さな検証・次の行動を一つの物語としてつなげます。
· 市場規模や収益モデルは、事業化を目指すチームのみ必要な範囲で入れてください。


SLIDE 1｜タイトル・わくわくする未来　／　最初の30秒で関心をつかむ
入れる内容：アイデア名／キャッチコピー／象徴的な写真・一言／実現したい未来
	





SLIDE 2｜気づき・問い・対象者　／　課題の解像度を示す
入れる内容：具体的な場面／誰が困っているか／現状の対処／なぜ自分が取り組むか
	





SLIDE 3｜解決アイデア・利用体験　／　独創性と価値を見せる
入れる内容：仕組み／利用前→利用後／既存との違い／簡単な図・モック
	





SLIDE 4｜ライトMVP・検証・インパクト　／　実現性を示す
入れる内容：何を試した／試すか／利用者の反応・根拠／学び／地域・社会への変化
	





SLIDE 5｜次の行動・チーム・必要な応援　／　行動する意思を示す
入れる内容：90日計画／チームの強み／必要な協力者・伴走／最後の呼びかけ
	





★時間配分の目安★
	0:00–0:30
	0:30–1:10
	1:10–1:55
	1:55–2:30
	2:30–3:00

	つかみ
	課題
	解決策
	検証・価値
	次の行動



★チェックポイント★
☐　初めて聞く人が、「誰の、どんな場面の課題か」を理解できる。
☐　解決策の機能説明だけでなく、利用前と利用後の変化が分かる。
☐　既存との違いと、小さく試す方法が明確である。
☐　3分以内で話すことができる。専門用語を言い換え、文字を詰め込みすぎていない。
☐　最後に、次に何をするか・誰に何を応援してほしいかを伝えている。
次ページに続く


アイデアの実現に向けて考えておくとよいポイント
アイデアの実現に向けて、仮説検証や試作品の作成に取り組むと、アイデアの実現可能性がわかりるだけでなく、解決すべき課題やうまくいっているポイントを確認できます。自分のアイデアがどこまで作りこめているか、考えてみましょう。
仮説や試作品について（どのように試すか）
1.最初に確かめたい仮説
入力例「○○な人は△△に困っているため、この商品なら使いたいと思う。」
	



2.ライトMVP（最小限の試作品・実験）※MVP：Minimum Viable Product
例：画面モック、紙芝居、模型、体験プログラム、聞き取り、仮予約ページなど
	



	すでに行ったこと・分かったこと
	これから行う検証（対象・人数・方法・期限）

	


	




3.検証結果により、何を変える必要があるか
	




4.次の90日アクション
	時期
	行動
	確認する成果・判断基準

	1〜30日
	

	

	31〜60日
	

	

	61〜90日
	

	


実装に向けて
実現に向けて、地域の人、企業、行政、大学等との接続を考える。
1.実現に必要な地域資源・協力者は何・誰か　※実証場所や専門家、利用者、企業や行政・研究者との連携等
	






2.実装に向けて、支援してほしいこと、物　※壁打ちや技術相談、施策、広報、資金等
	







3.チームの強みと不足している役割　※個人応募の場合も考えてみてください。
	






4.想定されるリスク・留意点
安全、法令、倫理、個人情報、知的財産、費用、運営継続性等。現時点で分かる範囲で記載すること。
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